
　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
小
中
学
校

で
勤
務
す
る
町
単
講
師
・
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
資
格
】
※
町
単
講
師
の
み
▽
教
員
免
許

法
に
定
め
る
教
員
（
幼
稚
園
を
除
く
）
免

許
状
を
所
有
し
て
い
る
方
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
方
▽
地
方
公
務
員
法
第
16
条
及
び

学
校
教
育
法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
方

【
提
出
書
類
】
▽
会
計
年
度
任
用
職
員
申

込
書
（
申
込
書
は
町
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）▽
教
員
免
許
状
の
写
し（
町

単
講
師
の
み
）

【
注
意
事
項
】
▽
申
込
書
に
よ
る
書
類
選

考
の
後
に
志
願
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
欠

員
が
生
じ
た
場
合
な
ど
必
要
に
応
じ
て
審

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の
方
が
採

用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
欠
員
等
が
生
じ
た
際
に
は
、
町
教
育
委

員
会
よ
り
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
３

　

鰍
沢
税
務
署
で
は
、
税
理
士
に
よ
る
無

料
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
２
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
※
混
雑
状
況
等
に
よ

り
、
受
付
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

【
場
所
】
町
役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室

【
相
談
内
容
】
小
規
模
納
税
者
の
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
個
人
消
費
税
、

年
金
受
給
者
並
び
に
給
与
所
得
者
の
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
ア
ド
バ
イ
ス

※
申
告
書
の
提
出
の
み
の
方
は
、
税
務
署

に
直
接
か
郵
送
に
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

【
持
ち
物
】
源
泉
徴
収
票
、
筆
記
用
具
、

計
算
機
、
印
鑑
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係

る
本
人
確
認
書
類
（
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
②
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
番

号
確
認
書
類
及
び
身
元
確
認
書
類
）
の
写

し
な
ど
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類

※
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
検
温
等
に
よ
り
入
場
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
税
務
署

☎
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
９
１ 
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法
律
扶
助
の
日
（
１
月
24
日
）
を
記
念

し
て
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分

【
場
所
】
山
梨
県
弁
護
士
会
館
（
甲
府
市

中
央
１
丁
目
８
―
７
）

【
相
談
内
容
】
離
婚
、
相
続
、
土
地
・
建

物
の
賃
貸
借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、

サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題 

な
ど

※
事
前
予
約
が
必
要
。
電
話
予
約
受
付
は

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
弁
護
士

会
☎
０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

　

山
梨
県
行
政
書
士
会
で
は
、
女
性
行
政

書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
無
料
電
話
相

談
会
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
員
は
全
員
女
性
で
す
。
こ
の
機
会

に
女
性
が
抱
え
る
様
々
な
お
悩
み
を
ご
相

談
下
さ
い
。

【
日
時
】
１
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時
※
相
談
時
間
は
30
分
以
内

【
相
談
内
容
】
遺
言
相
続
、
成
年
後
見
、

契
約
書
作
成
、
農
地
利
用
、
法
人
設
立
、

各
種
許
認
可
申
請
、
在
留
許
可
な
ど

【
相
談
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県

行
政
書
士
会
☎
０
５
５
（
２
３
７
）

２
６
０
１

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

９
万
人
の
学
生
が
、大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
授
業
科
目

が
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

　

現
在
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
出
願
期
間
】
▼
第
１
回
２
月
28
日
ま
で

▼
第
２
回
３
月
16
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
５
（
２
５
１
）
２
２
３
８

インフォメーション・お知らせ

母子・父子・寡婦家庭の皆さんにお知らせ

お子さんの入学に必要な
資金計画はお済みですか？

　大学や高等学校に入進学する際には、入学金・授業
料のほか、施設設備費や制服代などの経費が必要です。
　県では、母子・父子・寡婦家庭のお子さんの入進学

に必要な資金計画についてご相談に応じています。ま

ずはお早めにご連絡下さい。

【貸付限度額の例】（公立高校・自宅通学の場合）
○修学資金　月額２万７千円　○就学支度資金１５万円
※貸付には審査があります。
問峡南保健福祉事務所 福祉課☎ 0556-22-8148

町
単
講
師
・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
募
集

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
会

鰍
沢
税
務
署

無
料
法
律
相
談
会

県
弁
護
士
会
・
司
法
書
士
会
・
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

県内製造業へ就職を考えている対象学生の皆さま

奨学金の返済分を県が補助金支給
　県では、卒業後に県内の機械電子産業の企業に
就職する方に対し、日本学生支援機構第一種及び
第二種奨学金の返済分を補助金支給します。

【補助金額】日本学生支援機構奨学金（第１種・第２種）
【申込期限】２月２６日㈮
【募集人数】令和２年度卒業予定者２１名
　　　　　　　　　　令和３年度卒業予定者３５名
※�対象：大学、大学院などの理学部、工学部（これらに準ず

る学部 などを含む）に在学する学生
※�詳細はお問い合わせ下さい。

問県産業人材育成課☎ 055-223-1567

女
性
の
た
め
の
無
料
電
話
相
談
会

山
梨
県
行
政
書
士
会

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

受賞 おめでとうございます

善意 ありがとうございます

■日蓮宗山梨県第二部第四組檀信徒協議会様よ
り、福祉に役立てていただきたいと、町社会福
祉協議会に89,559 円の寄付をいただきました。

内
う ち だ

田  利
と し あ き

明 氏　下大鳥居

　長年にわたり、町議会議員として町政の発展に
貢献した。特に、峡南北部の二つの既存病院を峡
南医療センター企業団として統合し、地域医療体
制を充実させたほか、議会の役割や町民の代表者
としての使命を掲げた議会基本条例を制定するな
ど地方自治発展への貢献が評価されました。

県政功績者

望
も ち づ き

月  勇
い さ お

雄 氏　岩　間

　長年にわたり、地域住民が安心して暮らせるま
ちづくりのため、町消防団の活動に精励したほか、
団員の教育訓練に積極的に取り組み、質的向上を
推進した。平成 29 年からは町消防団長を務める
など、本県消防の発展と生活の安定に尽くした功
績が評価されました。

秋の叙勲  瑞宝双光章

　平成３年４月に保護司となり、現在まで長きにわたり更生保護活動を行って
いる。保護司として「悩みが言える環境づくりと聞き上手を心掛けている。」と
語り、実直な人間性と相まって、数多くの者を改善更生に導いてきた。峡南保
護区保護司会会長や山梨県保護司会連合会常任理事を歴任し、組織の発展に
も大きく貢献するなど、その功績が評価されました。

小
お ぐ ら

椋  武
た け お

夫 氏　市川大門

　長年にわたり、県の聴覚障害者団体の長として
強い指導力を発揮し、聴覚障害者の社会参加と自
立支援に大きく貢献した。また、手話通訳者認定
試験の試験官を長年務め、聴覚障害者の情報保障
への取り組みを積極的に行うなど、社会福祉の向
上に尽くした功績が評価されました。

髙
た か は し

橋  英
ひ で た か

尚 氏　岩　間

　長年にわたり、内科、外科、小児科医として地
域住民の診療に尽力し、休日・平日夜間の当番医
制に参画するなど、峡南地域の救急医療体制の確
保に寄与した。また、西八代郡医師会理事、会長、
県医師会産業保健担当理事などを歴任し、地域医
療の発展に尽くした功績が評価されました。

小こ
ば
や
し林  

俊と
し
ひ
こ彦 

氏

市
川
大
門

■町民生委員児童委員協議会及び県民生委員

児童委員協議会様より、児童の創造活動に役立
てていただきたいと、大塚放課後児童クラブに
液晶テレビ、DVDプレーヤー、電子キーボード、
電子レンジを寄贈していただきました。

■（一社）山梨県猟友会（会長 依田忠紀）様より、
野鳥や自然への興味と、教育推進に役立ててい
ただきたいと大塚小学校に「固有種が教えてくれ
ること」など書籍17冊を寄贈していただきました。

■日本画家のむら清六画伯の

妻 可ね子様より、町教育委員
会にのむら清六画伯の絵画３６
点を寄贈していただきました。
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ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名、ペンネーム、年齢、電話番号、
広報の感想や町への意見を書き
〒 409-3601 市 川 三 郷 町 市 川 大 門
1790-3 市川三郷町役場総務課広聴広報
係までご応募下さい。
ims1790
@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

【締切】1月13日必着

正解者の方に抽選で記念品
を差し上げます。（５名まで）

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

※�必要事項が明記されていない
場合は、対象からはずさせて
いただきます

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

■先月号の答え
　最初にお届けした、新型コロナウイ
ルスに負けない「心の絆」商品券の利
用期限が迫っています。いつまで？の
答えは「③１２/１０」が正解でした。お
めでとうございます。次の方が当選されま
した。記念品をお贈りします。

「ののママ」さん、「土屋征彦」さん、「今
年も もうすぐおわりですね」さん、「笑門
来福」さん、「チョコ・ポッキー」さん

地域の話題や情報をお寄せ下さい
町総務課広聴広報係 ☎ 055-272-1102

西伊豆町は、
伊豆半島の

ココ！

姉
妹
町
の
静
岡
県
西
伊
豆
町
を
ご
紹
介

に
し
い
ず
便
り

姉
妹
町

① ３００
② ５００
③ ７００

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　今年は、郷土の英雄、武田信玄公が生
まれて○○〇年でしょうか？

問西伊豆町まちづくり課
☎ 0558-52-1114

　市川三郷町の皆さん、新年あけましておめでとう
ございます。
　西伊豆町田子地区では、冬の到来とともに伝統
の保存食「潮かつお」の製造が本格化します。か
つて田子地区では、かつお漁が盛んで、大量のか
つおが水揚げされました。そのかつおを保存する
ために作られたのが「潮かつお」です。
　文献によると江戸時代から作られていた、とも言
われており、かつおを１週間から１０日塩漬けにした後、西伊豆特有の
強い西風に２・３週間当てると出来上がります。地域では正月に縁起
物として、神棚へ供えられたことから「正

し ょ う が つ よ

月魚」とも言われています。
市川三郷町の皆さんもぜひ一度ご賞味下さい。

冬の風物詩 ～潮かつお～

▲かつおを干す作業

▲潮かつおを使用した
「塩かつおうどん」

親子で考える税に関する標語
公益社団法人 鰍沢法人会

　公益社団法人鰍沢法人会では、家族で税につ
いて考える機会となることを目的として、税にな
じみの薄い小学生やその保護者などを対象に「親
子で考える税の標語」の募集を行いました。本
町では、六郷小の神石陽翔さんが市川三郷町長
賞を受賞しました。作品は、税務署内や峡南各
町役場内などに巡回掲示されます。

税
金
は

新
た
な
世
代
へ

繋
ぐ
道

■
市
川
三
郷
町
長
賞

神か
み
い
し石 

陽は
る
と翔

（
六
郷
小
）

命の大切さ学び、身近な川を知る
上野小学校アマゴ稚魚放流

　卵から命がどう生まれ、育っていくのかを学ぶことで命の大切さを学び、
実際に目で見て肌で感じることで、身近にある自然の魅力を知ってもらおうと
中山地区に住む有泉大さんは、上野小学校にアマゴの卵を提供しました。
　上野小の３年生は有泉さんに「アマゴの卵の飼育」を学び（写真左）、１２月
１０日には、水槽の中で卵からメダカほどの大きさに育った稚魚を高萩地区
の芦川に放流しました。児童たちは、稚魚を静かに川に放し、「大きく育って
ね。ばいばい！」と笑顔で手を振っていました。（写真右）

人命救助を迅速かつ円滑に
災害時の支援協力に伴う協定

　自然災害などの発生時に官民が一体
となった連携体制が強化され、救助活
動等を迅速に行えるよう、町では、市
川建設業協会、富士川町、鰍沢警察署、
峡南消防本部と「災害時の支援協力に
伴う協定」の締結を行いました。
　これにより今後、有事の際、より円滑
な救助活動が可能になります。

今年も長　　　　い大塚にんじん
大塚小学校・各保育所収穫体験、大塚にんじん直売会

　大塚にんじんの収穫期である12 月、三
珠地区活性化協議会は、大塚小学校児童
や町内保育所園児を招き収穫体験を実施し
ました。今年も園児たちは“のっぷい”の土
壌で育った長いにんじんをおおはしゃぎで
収穫しました。
　また、１２月１２日、１３日には、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため中止となった
「大塚にんじん収穫祭」に代わる「大塚にん
じん直売会」が行われました。 

落款印ではんこＰＲ
町議会議員が落款印購入

　町議会では、地場産業であるはんこをＰＲするため名刺や書、絵
画などに押せる落款印の制作を六郷印章業連合組合（小林成仁組合
長）に依頼し、11月26日に完成した落款印の受け取り式を行いました。
　笠井議長は「議員は名刺を使う機会が多いため名刺交換の際に落
款印が押してあればインパクトがある。落款印は年賀状などにも使え
る。今後も組合や県、町、議会などではんこ制度存続に向け連携し
ていきたい」と話してくれました。

大塚小児童収穫体験

保育所園児収穫体験 大塚にんじん直売会

便便りり

第3号第3号

便り

便

り

便

り第3号第3号

第 91号 社協は、町民の皆さまと一緒に地域福祉活動を進めていきます。
問町社会福祉協議会 ☎ 055-272-4179

FAX055-230-3137

　市川三郷町災害ボランティアセンター運営協力員連絡会では、平常時から災害・防
災に関する活動に取り組んでおり、協力員による勉強会の開催や、社協で実施する災
害ボランティアセンター設置運営訓練の協力などを行っています。
　現在、協力員は１９名となり、毎月第３火曜日の午後７時３０分から生涯学習センター
で定例会を開催しています。今年度の取り組みとして、協力員の誰が見てもわかる災
害ボランティアセンターの手順書の作成に取り組んでいます。
　また、毎年災害ボランティアセンター運営協力員養成講座も実施していますので、
興味・関心のある方は社会福祉協議会までご連絡下さい。

ご存じですか？ 市川三郷町災害ボランティアセンター
運営協力員連絡会

　さまざまな大会が中止となる中、６年生の
少年野球の集大成の場として「UTYカップ山
梨県少年軟式野球大会」が１１月２０日から
開催されました。今年は、６年生の合同チー
ムで出場する特別大会として行われ、県内
３０チームが参加し、本町からは市川野球ス
ポ少と六郷野球スポ少による合同チーム「市
川三郷」が出場し、見事準優勝に輝きました。

ＵＴＹカップ山梨県少年軟式野球
６年生選抜特別交流大会  準優勝

　強豪校で自分を磨くた
め、地元市川三郷町（高
田）を離れ熊本県のルー
テル学院高校でサッカー
に励む伊

い い

井舜
し ゅ ん や

哉さんは、
高校サッカー選手権大会
熊本県予選に出場し、見
事優勝に輝きました。
　舜

しゅ ん や

哉さんは「これまでの努力が優勝という
形で返ってきた。全国大会でも最高のプレー
をしたい。コロナ禍で試合ができること、こ
れまで支えてくれた方への感謝を忘れず、最
後の笛が鳴るまで、走り切りたいと思いま
す。」と意気込みを語ってくれました。

全国高校サッカー選手権大会に出場
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貯筋教室の日程は、いちかわみさとカレンダーをご覧下さい

 健診や予防接種等の日程をお知らせします。
 日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

町いきいき健康課 ☎ 0556-32-2114

対象日に都合がつかない方は、
いきいき健康課子育て支援係までご連絡下さい

～　乳児・幼児健診　～

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】1/5 ㈫　三珠健康管理センター
【対　　象】令和 2 年 6 月、9 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル、同封の問診票

同封のアンケート用紙（※４カ月児のみ）
■□■ 10カ月児・13カ月児健診

【とき・場所】1/27 ㈬　三珠健康管理センター
【対　　象】令和元年 12 月、令和 2 年 3 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル、同封の問診票

■□■５歳児健診
【とき・場所】1/21 ㈭　三珠健康管理センター
【対　　象】平成 28 年 2 月、3月、4 月1日出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、同封の問診票
新型コロナウイルス感染防止のため、受付時間を分けさせ
ていただいております。
※詳細は個別通知にてご確認下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

【と　　き】 1/5 ㈫、1/21 ㈭
【場　　所】三珠健康管理センター １階和室
【受付時間】午前 10 時（時間厳守でお願いします）

※発行には１時間程度かかります。

【持 ち 物】印鑑、保険証、マイナンバーカードまたは
通知カード、運転免許証などの身分が確認できる物
※�原則、上記日程で本人に限り発行となります。

　新型コロナウイルス感染症の蔓延により、

全国的に子どもの予防接種や乳幼児健診の受

診率が低くなっています。

　予防接種のタイミングは、感染症にかかり

やすい年齢などをもとに決められています。

　予防接種を遅らせることで必要な免疫がつ

くのが遅れ、様々な感染症

にかかるリスクが高まりま

す。感染症からお子さんを

守るために、決められた時

期に合わせた予防接種がと

ても大切です。

適切な時期に「乳幼児健診」

　乳幼児健診は、子どもの健康状態を定期的

に確認し、相談する大切な機会です。市川三

郷町では４・７・１０・１３か月に乳児健診、１

歳６か月、２歳、３歳、５歳に幼児健診と、

就学までに８回の健診の機会を設けています。

　適切な時期に乳幼児健診を受け、お子さん

の成長や発達の様子を確認し、育児で心配な

ことや気になることは、医師、保健師、助産

師などに早めに相談しましょう。

感染防止対策を行っています。

　医療機関や健診会場では、保護者の方を含

めた体調確認を行い、受付人数や時間を調整

し、こまめに換気や消毒を行うなど感染防止

対策に努めています。

　お子さんの健康が気になるときだからこそ、

予防接種と乳幼児健診は遅らせずに予定どお

りに受けるようにしましょう。

　予防接種や乳幼児健診に関して心配な点が

ありましたら、いきいき健康課子育て支援係

（☎ 0556-32-2114）までお問い合わせ下さい。

（保健師・斉藤美恵）

子どもの予防接種と
乳幼児健診

遅らせないで！！

～　パパママ教室　～

【日　　時】1/31 ㈰　午前 10 時～午後１時
【場　　所】三珠健康管理センター
【内　　容】妊婦体験、育児について、フリートーク 等
【持 ち 物】母子健康手帳
※予約制です。1/25 ㈪までにいきいき健康課へご連絡下さい。

（託児希望は申込時）（受付午前９時４５分～）

～　リリース教室　～

【日時・場所】1/22 ㈮　午後１時 30 分～午後４時
三珠健康管理センター（受付は午後１時 15 分～）

【内　　容】乳児と母親の健康チェック、
ベビーマッサージ、妊婦さんとの交流

【対　　象】出生６カ月までの児とその母親
【持  ち  物】母子健康手帳、バスタオル
※予約制です。1/18 ㈪までにいきいき健康課へご連絡下さい。

歯周疾患検診
を受けましょう！

　歯を失う原因の９０％は歯周病と虫歯です。早

期に歯を失うことは、健全な食生活を送ること

が難しくなるだけでなく、噛みしめる能力が低下

するため運動機能も衰え、ケガや転倒をしやすく

なります。生活習慣病

の多くを予防・改善す

るには歯の健康はかか

せません。全身の健康

を守るためにもこの機

会にぜひ歯周疾患検診

を受診しましょう。

対象年齢 �40 歳、50 歳、60 歳、70 歳の方
（令和３年３月３１日時点の年齢）

実施期間 �１月３１日まで
検  診  料 無料※期間外は実費となります。

医療機関 �山梨県歯科医師会会員の歯科医院
※山梨県歯科医師会ホームページの「歯医者さ

　ん検索」で検索、または希望される歯科医院

　に受診できるかどうかご確認下さい。

※対象の方には、7 月下旬に受診票を送付して
　います。紛失した場合はいきいき健康課まで
　ご連絡下さい。

検診料無料
治療にかかる費用は

　　　　含まれません

子宮がん検診を
受けましょう！！

問町いきいき健康課健康増進係☎ 0556-32-2114

対象年齢 �20 歳以上の女性
　　　（令和３年３月３１日時点の年齢）

実施期間 �１月３１日まで
自己負担 �1,500 円（子宮体部がん検診を受

診の場合は 2,200 円）
※�子宮がん検診無料クーポン対象者（年度末

２１歳）には、６月にクーポン券を送付済
※�子宮がん検診申込者、ＨＰＶ（ﾋﾄﾊﾟﾋﾟﾛｰﾏｳｲﾙｽ）

検査無料対象者へ７月下旬に受診票を送付済

～　予防接種　～

公費負担 �１回の接種につき
４，０００円の助成

差額は自己負担となります
※医療機関によって金額が変わります

接種期間 ３月３１日まで
※対象者には令和２年３月下旬に通知

※既に町の助成を受けて接種している方は定期
　接種の対象外です。（対象外の方には通知して
　いません）

高 齢 者
肺炎球菌
ワクチン

令和２年度内に６５歳・７０歳・７５歳・８０歳
８５歳・９０歳・９５歳・１００歳となる方

対象者� 接種日において６５
歳以上で接種を希望
される方

接種期間 １月３１日まで

町助成 �１人１回のみ、３，０００円の助成

県助成 �予防接種の費用から町助成の３，０００円を
差し引いた額の助成

　　　�※４，０００円を超える分は自己負担

※�対象者には、９月末に通知及び予診票を送付
しています。

※�接種をされる際は、希望する医療機関に電話
予約をして下さい。

※�町内医療機関及び昨年予防接種を受けた医療
機関以外での接種希望者は、いきいき健康課
までご連絡下さい。

※�予約など接種に関することは、医療機関窓口
へお問い合わせ下さい。

※�県の助成に関することは、（一社）山梨県医師
会（☎ 055-226-1611）へお問い合わせ下さい。

※�町の助成に関するご不明点は、いきいき健康
課までご連絡下さい。

※�接種する医療機関や費用等によって、医療機
関窓口でのお支払いが生じる場合があります。

高齢者
インフルエンザ
予防接種

　２０代～３０代に増えている子宮頸がんは、早
期に発見できると治る可能性が高い病気です。
　個人差はありますが、検査の痛みはほとんどあ
りません。早期発見のために、子宮がん検診を受
けましょう！！

６５歳 昭和３０年４月２日生 ～ 昭和３１年４月１日生

７０歳 昭和２５年４月２日生 ～ 昭和２６年４月１日生

７５歳 昭和２０年４月２日生 ～ 昭和２１年４月１日生

８０歳 昭和１５年４月２日生 ～ 昭和１６年４月１日生

８５歳 昭和１０年４月２日生 ～ 昭和１１年４月１日生

９０歳 昭和　５年４月２日生 ～ 昭和　６年４月１日生

９５歳 大正１４年４月２日生 ～ 大正１５年４月１日生

１００歳 大正　９年４月２日生 ～ 大正１０年４月１日生

対象者
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